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【研修先一覧】
● NPO法人新得共働学舎（北海道）
● NPO法人寧楽共働学舎（北海道）
● 大地×暮らし研究所（北海道）
● 八戸クリニック街かどミュージアム（青森）
● きら星株式会社（新潟）
● NPO法人信州共働学舎（長野）
● NPO法人日本ブラインドサッカー協会（東京）
● 一般社団法人エシカル協会（東京）
● 株式会社フィールドプロ（東京）
● 株式会社UPDATER（東京）

● 奈良山園（東京）
● NPO法人 ARUN Seed （東京）
● NPO法人ピッコラーレ（東京）
● 株式会社HITOTOWA（東京）
● NPO法人フリースペースたまりば（神奈川）
● パタゴニア日本支社（神奈川）
● 株式会社飯尾醸造（京都）
● 速水林業（三重）
● AMAホールディングス株式会社（島根）
● 株式会社CNC（島根）
● 一般財団法人水俣病センター相思社（熊本）
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共生共創プログラム方法論基礎・人間論
フィールド研究基礎
ネイバーフッドデザイン
キャリアデザイン
共生共創フォーラム

探求の学び
生活経営研究実習
領域横断研究
経営実践研究

レポート作成
事後アンケート
報告会
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　2025年度より、「ライフデザインカリキュラム」の新たな取り組みとし
て、よりよい社会の実現を目指して活動する企業やNPOと学生一人ひと
りが学外研修としてつながる、「共生共創プログラム」がスタートしました。
このプログラムの魅力は、自分自身の関心や問いを出発点に、研修先
や期間など、学びのプロセスそのものを自らデザインし、「自分らしい生
き方」や「よりよい社会のあり方」を主体的に探求できる点にあります。
　日本各地へと飛び出した学生たちは多様な現場での経験を通して、
志と実践力を育んでいます。卒業研究でプログラムを活用した4年生た
ちは、自らの問題意識を実践と結びつけ、学問的探究へと昇華させ、
さらにその経験は卒業後の進路選択にも生かされました。年間で最長6

か月の研修が可能。その経験は単位認定されます。リアルな社会と出
会い、自ら問い、行動し、未来を描くプログラムです。年3回行われる
共生共創フォーラムは、学生の視野を広げる機会となっています。

メノビレッジ長沼（北海道夕張市） 森づくり研修（岐阜県郡上市）

デフリンピック競技大会審判派遣

学校それ自身を活きた社会として、より大きな活きた社会と

有機的に連なることによって、最良の教科書である世界を読み取り、

直接その教育を受け得る機会を、すべての学生たちに。
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